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　2017 年 9 月 29 日および 10 月 2 日（両日共に同じ内容）












時間配分 （全体 80 分）
 1. 講義：食物アレルギーとは、保育所におけるアレルギ
ー対応ガイドライン（20 分）
 2. 動画視聴：「エピペンの使い方」（5 分）
 3. 演習：エピペン自己注射（5 分）
 4. 動画視聴：「エピペンストーリーのみ保育園」（10 分）
 5. 演習：ロールプレイの役割分担、せりふの相談（5分）
 6. 演習：ロールプレイ実施（30 分）




































































○登場人物および役割　（4 名 1 グループ）
・園児： 食物アレルギーでアナフィラキシーを起こしたと
考えられる子ども
































































































































































（n＝ 60） 41 
(68.3) 18 (30.0) 1 ( 1.7)
持っていない 持っている 無回答
上記有病者はエピペンを持っているか
（n＝ 18） 15 














































ねた結果を図 1、図 2 に示した。
　93％の学生が役に立ったと答えた。演習を行うのは、
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 参考 　アナフィラキシー発症時のエピペン注射　ロールプレイングのシナリオ　（保育者養成校版）
○登場人物および役割














































































園：アナフィラキシー症状がみられたので、12 時 40 分にエピペンを打ちました。
Ａ：経過は症状チェックシートに全部書いてあります。使用済みのエピペンはこれです。
※アレルギー緊急時対応マニュアルは各園で作成してある。
※アレルギー児に対しては、個別に緊急時個別対応票が作成してある。
保育者養成校学生用のシナリオの作成
香川県小児科医師会食物アレルギー対策委員会作成の、動画「エピペンストーリーのみ保育園」を参考にシナリオを作成した。
シナリオの流れは以下である。
1.  幼児の体調の変化に気づく
　　発見者が症状確認
2.  かゆみ出現
　　児への声かけ、アレルギー既往の確認、人を集める、記録の開始
3.  症状の悪化
　　緊急マニュアルとエピペンの準備、リーダーを呼ぶ、リーダー到着、症状の確認
　　救急車の要請、保護者への連絡、エピペン使用の許可、緊急時対応マニュアル・症状チェックシートの確認
4.  エピペン注射
　　児への声かけ、エピペン注射、ショック体位の保持
5.  救急車到着
　　症状の説明
保育者養成校学生用シナリオ作成のねらい
　本シナリオの目的は、保育者としてアナフィラキシー発生時には緊急時対応をとり、必要に応じてエピペンを使うことを理
解することである。緊急時対応が熟練することまでは求めない。
　アレルギー症状の理解、子どもへの声かけ、エピペン使用の練習ができるようになることをねらいとした。
　シナリオは、4人の学生でロールプレイする内容とし、全員がエピペン使用または介助に参加することで、保育者としてこの
ような場面に立ち会う可能性もあるという心構えをもたせ、職員や係りの役割をイメージできるようにした。
　学生は子どもの症状の判断が付きにくく、声かけも「大丈夫か」「どうしたのか」という子どもにとって返答が難しい質問に
なる傾向があった。そのため、どのような問いかけをすれば、子どもが答えやすく、症状を明らかにできるかを考えられるよ
うにした。また、保育者として安心させる・励ますなどの子どもによりそう声かけを行えるようにした。
　アレルギー症状の発生からエピペンの使用まで一連の流れをシナリオに組み込み、練習も兼ねられるようにした。本シナリ
オでは、会話の内容だけではなく、エピペンの確認事項や使用法を一覧できるようにした。
　アレルギー症状の理解を深めるために、かゆみ・蕁麻疹、咳、腹痛、激しい腹痛、症状が複合していく様子を示した。
